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出席者は、記録者が○を付ける。出席出来なかったスタッフは、記録を読んでから欄に捺印する

事。

＜連絡事項＞

・村田はなさんが明日より、復帰します。

・合併のマットレスカバーを洗濯し風呂場で乾燥しています。明日、朝のうちに取り込むようお願いします。後日、天日干しをする予定です。

＜隔離室使用患者様について＞

畑中　成夫様～昨日は、男性スタッフがいなかった為、退室することはできなかったが、紙と鉛筆を渡しています。小さい字だが、字を書いていることがあり集中することは出来ています。今後も、集中して書きものをする事が出来たら退室するという目的

　　　　　　　を持っていただくよう関わっていきましょう。ノートの出し入れを時間を決めて

　　　　　　　行なっていきましょう。ケアプランに反映させていきましょう。

＜要観察患者様について＞

中野　英男様～昨日、てんかん発作あり、全身痙攣20秒間みられていました。本日朝より、抗てんかん薬処方となっています。

　　　　　　　昨日より、バイタル異常はありませんが、顔色不良みられている為、注意して様子観察していきましょう。また、右上腕挙上のリハビリを継続し徐々に負荷をかけ、起立訓練も行なっていきましょう。

＜服薬管理の現状についての意見交換・ミスのない体制作り＞

意見

・処方内容を把握しておく必要があるのではないか。

↓

・処方などの情報もすぐに見れる様にパソコン等を用意してはどうか。

・薬の辞典をおいて分からない薬は、確認するようにしてはどうか。

・薬に関しての注意事項や危険な物は確認できるように文書等にしておいてはどうか。

・ダブルチェックを徹底する。

・自己責任が問われる時代なので、チェック表を作成し、投薬した人と確認した人はチェックしてはどうか。

・投薬した人と確認した人が薬包に確認の印を押してはどうか。













